
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：23－011） 

 

１ 6 月 13 日、パラオと日本の主要な関係者が一堂に会し、「環境配慮型交通

システム整備プロジェクト」の第一回合同調整委員会（JCC）が成功裏に開催

された。この会議は、路線バスサービスの実施について議論し、計画立案する

ために開催された。パラオの人材資源・文化・観光・開発省（MHRCTD）、教育

省（MOE）、政府観光局（PVA）、商工会議所（PCOC）の代表者と日本の国土交

通省、JICA 本部、JICA パラオ事務所、JICA 専門家チームの職員が参加した。

パラオのメトゥール人材資源・文化・観光・開発大臣は、パラオ政府職員を

JICA 専門家とともに本プロジェクトに従事させ、環境に優しい持続可能な交通

の重要性を啓蒙するための広報活動を実施していくと述べた。また、同大臣か

ら日本政府及び JICA専門家チームによる支援に対する謝意が表明され、環境保

護、経済成長、モビリティ向上という本プロジェクトの目的へのコミットメン

トが再確認された。 

原文 

（27th June 2023, Island Times） 

 

２ 豪州のマールズ副首相兼国防大臣はソロモン諸島のソガバレ首相と会談し、

木曜日（6 月 29 日）、首都ホニアラで記者団に対し、ソロモン諸島がソロモン

国際支援軍 SIAF（Solomons International Assistance Force）（※豪州、ニ

ュージーランド、フィジー、パプアニューギニアが共同で治安維持のため派遣

する軍隊・警察）の支援の継続を望むのであれば、豪州はその準備が整ってい

ること、また、必要に応じソロモン諸島警察への支援継続も喜んで実施するこ

とをはっきり伝えたと語った。ソロモン諸島のソガバレ首相はマールズ氏との

対談後、両国が直面する安全保障上の課題の変容を見据え、現在の両国間の安

全保障協定の見直しの必要があるとの声明を発表した。マールズ氏は、ソロモ

ン諸島の国家警察の小型艇のいくつかを交換することのほか、2500 万豪ドル

（1650万米ドル）を来年の選挙のために支援すると述べた。 

原文 

（30th June 2023, PACNEWS） 

 

３ 今週、マーシャル諸島では、国政選挙から 5 カ月足らずで大規模な内閣改

造が行われた。選挙と近接してこのように大規模な内閣改造が行われたことは

過去にない。ワセ氏に代わる財務大臣にキャステン・ネムラ氏を任命したほか、

4 人の閣僚人事が行われた。ジョー・べジャン氏を保健大臣から法務大臣に、

ジャック・アディング氏を法務大臣から外務大臣に、オタ・キシノ氏を文化・
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内務大臣から保健大臣に、キトラン・カブア氏を外務大臣から文化・内務大臣

にそれぞれ異動させた。これは大統領府から公式発表されたものではなく、

The Marshall Islands Journalが独自に確認した閣僚人事情報である。 

原文 

（30th June 2023, The Marshall Islands Journal） 

 

４ 先週、マーシャル諸島海上警察は、豪州国防軍からフラットベッドトラッ

クの無償提供を受けた。このトラックは日常業務に役立てられる。 

原文 

（30th June 2023, The Marshall Islands Journal） 

 

  



    



       


